
　

7
月
は
、
事
業
所
組
合
員

利
用
率
ア
ッ
プ
月
間
で
す
。

梶
原
診
療
所
で
は
、
外
来
窓

口
に
て
、
生
協
加
入
・
増
資

の
促
進
活
動
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

梶
原
診
療
所
を
は
じ
め
、

東
京
ふ
れ
あ
い
医
療
生
協
の

診
療
所
は
、
組
合
員
の
出
資

金
の
協
力
に
よ
り
開
設
さ
れ

た
医
療
生
協
の
診
療
所
、
そ

し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の

診
療
所
で
す
。

　

一
般
の
病
院
や
診
療
所
と

は
違
い
、
地
域
と
の
協
同
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
出
資
金
は
、
組
合
員
の

皆
さ
ん
の
声
に
応
え
、
健
康

づ
く
り
活
動
や
、
地
域
の

健
康
づ
く
り
を
充
実
さ
せ

る
た
め
の
診
療
所
運
営
に
活

用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
協

（
C
O
O
P
）
は
、
組
合
員
の

生
活
を
よ
り
良
く
す
る
事
業

を
、
消
費
生
活
協
同
組
合

法
と
い
う
法
律
に
則
り

行
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
生
協
の
事
業
所

は
、
組
合
員
の
利
用
率

等
の
法
的
な
決
ま
り
も

あ
り
ま
す
。
診
療
所
を

ご
利
用
の
方
は
、
生
協

へ
の
加
入
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
加
入
・
増
資
に
あ
わ
せ

て
、
日
頃
診
療
所
を
利
用
す

る
中
で
、
気
に
な
る
こ
と
・

ご
意
見
・
ご
要
望
等
あ
り
ま

し
た
ら
、
声
を
お
聞
か
せ
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
９
日
（
土
）
読
売
プ
リ
ン

ト
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に
て
、
組
合

員
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
64
名
。
東
京
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科
の
牧
野
篤
先
生

を
お
招
き
し
「
楽
し
さ
ベ
ー
ス
の

〈
小
さ
な
社
会
〉
と
人
々
の
〈
学

び
〉
〜
人
生
１
０
０
年
・
み
ん
な

が
主
役
の
ま
ち
を
つ
く
る
〜
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

巷
で
よ
く
耳
に
す
る
２
０
２
５

年
問
題
に
つ
い
て
、
講
演
の
冒
頭

で
「
少
子
高
齢
人
口
減
少
社
会
は

そ
ん
な
に
悪
い
社
会
な
の
か
？
平

均
寿
命
は
延
び
、
乳
児
の
死
亡
率

が
世
界
で
一
番
低
い
日
本
は
、
子

ど
も
の
貧
困
率
が
高
い
と
い
う
課

題
は
あ
り
ま
す
が
、
い
い
社
会
と

捉
え
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
？
」
と
の
問
い
か
け

が
あ
り
、
私
た
ち
は
い
つ

の
間
に
か
少
子
高
齢
化
社

会
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
か
捉

え
て
い
な
い
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
の
社
会
を

悲
観
す
る
の
で
は
な
く
、

今
の
社
会
を
う
ま
く
使
い

こ
な
す
工
夫
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
、
今
ま
で
と
は

違
っ
た
視
点
で
考
え
る

き
っ
か
け
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
仏
教
の
法
話
な
ど

に
登
場
す
る
長
い
箸
の
寓
話
で
は
、

天
国
と
地
獄
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
長
い

箸
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
箸
が
長
す

ぎ
て
御
馳
走
を
口
に
入
れ
ら
れ
な
い
。

地
獄
で
は
食
べ
物
を
前
に
し
て
餓
え

て
争
い
、
天
国
で
は
長
い
箸
を
使
っ

て
、
他
人
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
り
、

食
べ
さ
せ
て
も
ら
う
。
人
は
一
人
で

は
生
き
て
い
け
ず
、
お
互
い
を
思
い

や
る
気
持
ち
を
持
ち
、
頼
っ
た
り
頼

ら
れ
た
り
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
の
柏
市
で
進
め
ら
れ
て
い

る
多
世
代
交
流
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

愛
知
県
の
中
山
間
村
で
行
っ
て
い
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
例
で
、
互
い

が
信
頼
関
係
を
築
き
、
自
分
に
と
っ

て
よ
り
良
い
環
境
を
作
る
た
め
、
人

に
関
心
を
持
ち
、
社
会
に
関
心
を
持

ち
、
自
分
の
住
む
地
域
の
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
何
を
す
べ
き
か
、
何
が

し
た
い
の
か
、
何
が
で
き
る
の
か
。

誰
か
や
何
か
に
依
存
す
る
こ
と
な

く
、
自
主
的
に
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
思
い
を

実
現
し
て
い
る
事
例
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
組
合
員
一
人
一

人
が
お
互
い
を
認
め
合
い
、
事
業

所
や
地
域
の
社
会
資
源
を
う
ま
く

使
い
こ
な
す
こ
と
で
、
当
生
協
の

理
念
で
も
あ
る
ひ
と
り
ひ
と
り
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
宮
の
前
診
療
所
利
用

委
員
会
で
す
。

　

前
回
（
30
年
４
月
）
以

降
の
虹
の
声
は
次
の
通
り

で
し
た
。

○
委
員
か
ら
の
声
：
「
先

生
、
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
は

よ
か
っ
た
が
、
診
療
所
が

古
く
汚
い
印
象
だ
っ
た
」

と
い
う
声
を
聞
い
た
。

○
回
答
：
清
掃
等
に
は
気

を
配
り
、
清
潔
を
心
掛
け

て
い
る
が
、
や
は
り
築
25

年
の
老
朽
化
に
よ
る
と

こ
ろ
も
大
き
い
で
す
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
検
討
課
題

と
し
、
当
面
は
、
美
化
活

動
に
力
を
入
れ
て
対
応
し

て
い
き
ま
す
。 

　

診
療
所
に
関
し
て
お

気
づ
き
の
こ
と
が
あ
れ

ば
、
何
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
声
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

利
用
委
員
会
で
は
、

院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、

車
送
迎
で
来
院
す
る
患

者
様
の
移
動
の
介
助
、

駐
車
違
反
対
策
の
た
め

の
車
の
見
張
り
番
、
院

内
で
困
っ
て
い
る
人
へ

の
対
応
な
ど
で
す
。
特

別
な
知
識
、
技
術
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
、

宮
の
前
診
療
所
の
職
員

へ
お
声
か
け
て
く
だ
さ

い
! !

　

日
増
し
に
暑
さ
が
増
し
て
き
ま
し
た
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

宮
の
前
診
療
所
で
は
、
７
月
か
ら
11
月

ま
で
荒
川
区
特
定
健
診
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
対
象
者
は
、
荒
川
区
在
住
の
40
歳

以
上
で
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
、
75
歳

以
上
の
方
な
ど
で
す
。
対
象
者
に
は
、
荒

川
区
よ
り
受
診
券
が
発
送
さ
れ
ま
す
。
健

康
診
断
受
診
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
な
く
さ
ず
に
診
療
所
に
お
持
ち
下
さ

い
。
健
診
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
の
で
、

事
前
に
ご
予
約
を
お
取
り
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
日
曜
日
も
月
に

１
回
実
施
し
ま
す
。
日
曜
日
は
健
康
診

断
中
心
に
行
い
ま
す
の
で
、
健
診
に
か

か
る
時
間
が
平
日
と
比
べ
る
と
か
な
り

短
く
な
り
ま
す
の
で
日
曜
日
の
受
診
が

お
勧
め
で
す
!!
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
健

康
診
断
を
受
診
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

受 付  窓口から皆さんへ

宮
の
前
診
療
所

利
用
委
員
会

掲
示
板
虹の声

宮の前地区
●ふれあい粋、活き（いきいき） サロン「あっぷる会」健康チェック
日　時：7月12日(木) 午後1時30分～2時30分　　
場　所：あっぷる館（小台通り）

●西尾久東長寿会　健康チェック
日　時：7月18日（水） 午後1時～2時
場　所：西尾久東町会会館

●ふれあい粋、活き（いきいき）サロン さくらサロン宮の前
日　時：7月18日（水） 午後2時～3時
場　所：宮の前診療所２階 さくらの部屋　

（
事
務
長　

北
條
）

（
事
務
長　

北
條
）

組合員の資格及び自由脱退および
出資減額について

人生100年・みんなが主役のまちをつくる
掲 示 板

健康づくり委員会

歩
こ
う
会

（
み
や
ま
え
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
）

日　

程
：
7
月
８
日（
日
）

行　

先
：
横
浜
山
下
公
園

集　

合
：
J
R
田
端
駅
９
時

日　

程
：
8
月
12
日（
日
）

行　

先
：
代
々
木
公
園

集　

合
：
J
R
田
端
駅
９
時

コ
ー
プ
の
な
か
ま・荒
川

 

「
コ
ー
プ
カ
フ
ェ
」

日　

時
：
７
月
12
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
3
時

場　

所
：
熊
ま
ね
き
堂

（
ハ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
熊
野
前 

中
程
）

参
加
費
：
無
料

（
梶
原
診
療
所　

医
事
課　

山
根
記
）

（
組
織
部　

丸
山
）

送迎
ドライバー
募集

勤務場所 梶原診療所･他

資　　格 普通自動車運転免許 時　　給 1,000円

就業時間 ① 9：00～12：30　②13：30～17：00
③ 9：00～17：00（休憩1時間）

  ※詳細は右記までお問い合わせください。 生協本部 担当 天沼 ☎03-3911-3684
食
い
し
ん
坊
で
料
理
が
趣
味

の
私
は
、
よ
く
休
日
の
昼
間

に
、
家
庭
菜
園
で
育
て
て
い

る
ト
マ
ト
と
ナ
ス
と
バ
ジ
ル

を
採
っ
て
冷
製
パ
ス
タ
を
作

る
。
ト
マ
ト
の
ほ
ど
良
い
酸

味
が
爽
や
か
で
暑
い
夏
日
に

は
ち
ょ
う
ど
い
い
▼
と
こ
ろ

で
、
そ
ん
な
風
に
私
が
よ
く

使
う
ト
マ
ト
と
ナ
ス
は
共
に

ナ
ス
科
の
仲
間
で
夏
に
採
れ

る
野
菜
だ
。
料
理
の
相
性
も

悪
く
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の

二
つ
の
野
菜
は
栽
培
方
法
と

い
う
点
に
目
を
向
け
る
と
同

じ
夏
野
菜
な
の
に
少
し
異
な

る
▼
ト
マ
ト
は
多
湿
を
嫌

い
、
根
本
の
土
が
乾
い
て
い

る
ぐ
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い

い
。
一
方
ナ
ス
は
と
い
う

と
、
根
本
が
常
に
湿
っ
て

い
る
ぐ
ら
い
に
水
や
り
を

し
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
。

同
じ
ナ
ス
科
の
夏
野
菜
だ

と
い
う
の
に
こ
の
違
い
は

一
体
ど
こ
か
ら
来
る
の
だ

ろ
う
か
。
調
べ
て
み
る
と

こ
の
二
つ
の
野
菜
は
原
産

国
が
異
な
る
▼
ト
マ
ト
は

南
米
の
ペ
ル
ー
が
原
産
。

年
間
を
通
じ
て
降
水
量
が

少
な
い
地
域
だ
。
ナ
ス
は

雨
期
に
な
る
と
大
量
の
雨

が
降
る
イ
ン
ド
東
部
が
原

産
。
雨
が
少
な
い
地
域
な

ら
多
湿
を
嫌
い
、
雨
が
多

い
地
域
な
ら
乾
燥
を
嫌
う
。

こ
う
い
っ
た
違
い
を
見
る

と
、
な
る
ほ
ど
、
生
ま
れ

た
地
域
環
境
の
違
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
の
違
い

を
作
り
上
げ
る
、
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ

た
。

コ
ラ
ム

聴
診
器

（
も
も
）

直接来所の場合は、多少の待ち時間をいただくことがあります。
予約の変更がございましたらお電話もしくは受付で対応致します。

梶原診療所の患者様無料駐車場台数を3台分から2台分(入り口手前より2台)に変更となりま
した。今期より訪問診療の患者様増加に伴い、業務車両を増車しました。契約駐車場の台数に
限りがあります。ご不便をおかけしますが、ご協力よろしくお願いします。

梶原診療所の患者様無料駐車場について

（生協本部）

診　　察

定期往診・訪問看護

健康診断

 宮の前診療所診療ダイヤ （2018年4月～）

予約制で行っています。お電話か受付にて
ご予約下さい。

職員にご相談下さい。
緊急往診については、外来の状況をみながら対応させていただきます。

組合員健診、区民健診、他各種健診など。職員にご相談下さい。

東京ふれあい医療生活協同組合

宮の前診療所

【 

内
科・小
児
科 

】
【 

外
科・整
形
外
科 

】   

◎
夜
間
診
療 

午
後
6
時
〜

月　曜 火　曜 水　曜 木　曜 金　曜 土　曜

午　
　

前

土屋
（内科）

土屋
（内科）

土屋
（内科）

土屋
（内科）

土屋
（内科）
10時30分まで

土屋
（内科）

荒巻
（内科）

本池
（整形外科）

渡邉
（内科・
整形外科）

東
（整形外科）

午
　
後

土屋
（内科）

本池
（整形外科）

酒瀬川
（内科）

小松田
（内科）

夜
　
間

土屋

受付
時間

午前 ８時３０分～１１時

休診日
日曜・祝祭日

午後 １時３０分～４時
水曜・土曜日の午後夜間 5時～７時（金曜日のみ）

定期
往診

土屋医師 火曜日・木曜日・土曜日の午後
藤田医師 金曜日の午後

電話
03-３８００-７１１１

医
療
生
協
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い

皆
さ
ん
に
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す

人や社会に関心を持つことを学んだ組合員学習会

移転等の際に住所変更等のお届けがされな
い場合、生協からの機関紙などのお知らせを
発信しても、長期にわたって届かないというこ
とが発生します。そして、一定期間(2年以上)
医療生協との音信が途絶えた場合、医療生
協はその組合員から｢脱退の予告があったも
の｣とみなし、定款第10条の２により、この事
実を公告した後、事業年度末に「自由脱退」
したものとして事務手続きを進めます。住所
や氏名など変更がありましたら、速やかに医
療生協にご連絡くださるようお願いします。

■生協本部・組織部 ☎03-3911-2005

転居・氏名変更、お亡くなりになった
場合は医療生協にご連絡ください

東京都にお住まいの方と東京都に勤務地を
有されている方は、東京ふれあい医療生協に
加入することが出来ます。出資金の減額や、都
外転居および死亡以外の理由よる「自由脱
退」については、毎年12月末日までにご連絡い
ただき、翌年３月末日に減資・脱退処理をさせ
ていただくことが基本となっています。
ご相談やお問い合わせは、生協本部・組織部
☎3911-2005までお願いします。

 〈参考〉定款第10条（自由脱退）組合員は、事業年度の
末日の90日前までにこの組合に予告し、当該事業年
度の終わりにおいて脱退することができる。同17条（出
資口数の減少）組合員は、やむを得ない理由があるとき
は、事業年度の末日の90日前までに減少しようとする出
資口数をこの組合に予告し、当該事業年度の終わりに
おいて出資口数を減少することができる。

会場風景

質疑応答講師　牧野 篤先生

瓦
版

宮
の
前 

（2018年5月末日現在）
16.956名 533.186千円

2018 年

7月号 No.471

［1］2018年7月 ［4］2018年7月No. 471あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念） あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念）No. 471

■梶原デイサービスに空きがあります。申込・見学を受け付けています。連絡先☎03-3911-7265
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全国から注目！ 地域の暮らしを支える
有床診療所の病棟の取り組み

　

５
月
18
日
に
昨
年
一
年

間
に
入
職
し
た
職
員
を
対

象
と
し
た
、
新
入
職
員
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。
東

京
ふ
れ
あ
い
医
療
生
活
協

同
組
合
の
歴
史
や
役
割
、

接
遇
等
の
講
義
や
地
域
組

合
員
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
そ
の
中
で
一

番
初
め
に
理
解
し
て
ほ
し

い
こ
と
と
し
て
、
東
京
ふ

れ
あ
い
医
療
生
活
協
同
組

合
の
基
本
理
念
・
ふ
れ
あ

い
ク
レ
ド
に
つ
い
て
も
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
研
修

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

基
本
理
念
・
ふ
れ
あ
い
ク

レ
ド
に
つ
い
て
理
解
で
き

た
と
い
う
声
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。

　

午
後
の
部
で
行
わ
れ

た
、
地
域
組
合
員
の
皆
さ

ん
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
も
、
ひ
と
り
一
人
が
主

体
的
に
参
加
し
、
楽
し
み

な
が
ら
地
域
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
斬
新
な

ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
て
い
る

様
子
を
見
て
、
ま
さ
に
私

た
ち
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
あ
な
た
が
主
役
で
い
ら

れ
る
ま
ち
、
ふ
れ
あ
い
の

〝
わ
〞
が
未
来
を
つ
く
る
」

の
実
践
で
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。　

　

今
後
も
ふ
れ
あ
い
ク
レ

ド
委
員
会
と
し
て
、
基
本

理
念
・
ふ
れ
あ
い
ク
レ
ド

が
職
員
組
合
員
、
地
域
組

合
員
に
根
付
き
、
わ
く
わ

く
で
き
る
未
来
を
つ
く
っ

て
い
け
る
よ
う
、
様
々
な

場
面
で
学
習
会
等
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

梶
原
診
療
所
の
あ
る
滝
野

川
圏
域
は
、
ベ
ッ
ド
数
僅
か

３
０
６
・
７
床
（
10
万
人
当
）
と

全
国
平
均
の
半
分
以
下
で
、
急

性
期
を
担
う
一
般
病
床
が
非
常

に
不
足
し
て
い
る
地
域
で
す
。

　
「
有
床
診
療
所
の
建
設
を
」
と

い
う
未
来
会
議
で
の
皆
様
の
声

に
応
え
る
べ
く
、
急
性
期
医
療

と
終
末
期
の
緩
和
ケ
ア
を
担
う

有
床
診
療
所
と
し
て
開
棟
、
こ

の
秋
で
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

昨
年
度
２
０
４
名
の
入
院

の
う
ち
、
62
・
１
％
が
梶
原
診

療
所
か
ら
の
入
院
（
在
宅
47
・

２
％
、
外
来
14
・
９
％
）、
83
・

２
％
が
法
人
内
（
４
診
療
所
）

か
ら
の
入
院
と
、
こ
の
地
域
の

方
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
病
棟

に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

全
入
院
の
６
〜
７
割
を
占

め
る
肺
炎
や
心
不
全
、
骨
折

等
の
急
性
期
の
患
者
さ
ん
に

対
す
る
高
齢
者
の
急
性
期
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
一
早
く
導
入
、

身
体
拘
束
な
ど
行
わ
な
い
尊

厳
を
第
一
と
し
た
ケ
ア
、
疾

患
だ
け
で
な
く
機
能
の
回
復
と

暮
ら
し
の
継
続
を
第
一
に
考
え

た
質
の
高
い
ケ
ア
と
リ
ハ
ビ
リ
、

ま
た
、
終
末
期
に
は
苦
痛
を
と

る
緩
和
ケ
ア
の
提
供
と
、
多
職

種
が
日
々
協
働
し
て
質
の
高
い

医
療
と
ケ
ア
の
実
践
を
積
み
重

ね
、
多
く
の
入
院
患
者
と
家
族
、

組
合
員
の
方
か
ら
感
謝
の
声
を

頂
い
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
老
・
病
・
介
護
で
危
機

に
陥
り
う
る
超
高
齢
社
会
。
病
院

の
半
分
以
下
の
診
療
報
酬
の
為
、

経
営
的
に
厳
し
い
条
件
は
あ
り
ま

す
が
、
地
域
の
方
の
暮
ら
し
を
支

え
続
け
ら
れ
る
病
棟
で
あ
り
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
感
染
症
学
会
で
、
千
葉

県
の
医
師
が
「
お
た
ふ
く
に

罹
っ
た
患
者
さ
ん
を
調
査
し
、

２
８
２
人
に
１
人
は
難
聴
に

な
っ
て
い
る
」
と
発
表
し
ま
し

た
。

　

お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、
正
式
名

称
「
流
行
性
耳
下
腺
炎
」
と
言

い
ま
す
。
ム
ン
プ
ス
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
で
、
耳
の
下
〜

顎
の
あ
た
り
（
耳
下
腺
や
顎
下

腺
）
が
炎
症
に
よ
り
腫
れ
る
伝

染
病
で
す
。
接
触
感
染
や
飛
沫

感
染
で
感
染
し
、
２
〜
３
週
間

の
潜
伏
期
の
後
腫
れ
や
痛
み
、

発
熱
な
ど
の
症
状
が
で
ま
す
。

治
療
は
対
症
療
法
で
し
か
な
い

の
で
す
が
、
髄
膜
炎
、
難
聴
な

ど
の
合
併
症
を
起
し
ま
す
。

　

一
時
期
、
は
し
か
と
風
疹
と

の
混
合
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
強
い
副
作
用

が
起
こ
っ
た
た
め
、
１
９
９
３

年
に
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
任
意
接
種
で
、
予
防
接

種
率
は
４
割
程
度
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
で
は
、
難
聴
は

１
０
０
０
人
に
１
人
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
発
表

で
、
高
い
確
率
で
難
聴
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

積
極
的
に
予
防
接
種
を
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

新
入
職
員
研
修
で

ク
レ
ド
を
学
ぶ

連 載⑭

〝
ふ
れ
あ
い
ク
レ
ド
〞チ
ー
ム
よ
り

2017年度

理事会
から

　
2
0
1
7
年
度

　
第
11
回
理
事
会

　
－

開
催
日
５
月
７
日

①
４
月
加
入
22
名
増
資
８
０
０
千

円 

班
会
開
催
４
月
15
班
②
１
月

診
療
所
外
来
１
０
１
％
･
在
宅
数

昨
年
比
１
１
３
％
訪
問
系
延
数

１
１
１
％

▼〔
協
議
検
討
事
項
〕

①
４
月
度
の
経
営
状
況
経
常
剰
余

１
６
５
万
円
②
６
／
１
医
事
課　

森
脇 

恵
子　

常
勤
転
換
人
事
③

２
０
１
８
年
度
予
算
案
④
保
育
事

業
調
査
結
果
報
告
⑤
組
織
運
営
図

検
討
⑥
総
代
会
議
案
内
容
検
討

▼〔
報
告
事
項
〕

Ⅰ 巻き爪
　足趾の爪が過
度に巻いて脇の
皮膚にあたる状態
をさします。巻き爪
の程度は軽い巻
き込み～強く渦巻き状に巻く（写真A）タイプまで
様 で々す。
　巻き爪の原因として、靴による足趾への圧迫・
遺伝的な要素などの諸説があります。足幅に合
わない、きつい靴を履くとなりやすいといわれてい
ますので、自分に合った、靴幅（最近は、３Ｅ、４Ｅな
ど幅があります）を、選択しましょう。
Ⅱ 陥入爪
　爪の側縁先端がその周囲の皮膚組織に食い
込んで、炎症を起
こして腫れて、赤
くなり、痛みを伴う
ようになる病気で
す。ときには、爪の

先端が食い込んだ
部分を中心に、出血
しやすい肉芽（写真
B）を伴っていることも
あります。陥入爪と言
います。
　陥入爪は爪の側
縁先端が指趾先端
よりも長ければ決して
起きない病気です。
陥入爪の原因は爪
の切り方が不適切な
ために起こります。
　特に、第1趾（足の親指）に頻発します。理由
は、第1趾は体重を支えるために、爪が皮膚に、食
い込むような状態（図1）になります。

　そのため、爪側縁
先端を深く切りすぎる
と爪側縁先端が、皮
膚に食い込み始めます
（図2）。

　ときには、自分で、痛みを和らげようと、爪側縁
先端を、さらに切り、切り残して棘（とげ）を作って
いることもあります。陥入爪になると多くの人は、
痛みを和らげるために、爪側縁先端をさらに短く
切るという行為を行いますが、ためらいがあるの
で、切り残しがあり、切り残した爪の先端が刺さ
り、１～２か月後に、再
発、悪化、過剰肉芽を
形成（図3）することが
あります。（写真C）
　次回は、予防・治療
法です。

神田 光悦梶原診療所 内科医

写真A 巻き爪

写真C

図3

図2

図1

写真B 陥入爪の肉芽

　

こ
こ
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
の
話
題
は
、
ほ
と

ん
ど
が
ア
メ
フ
ト
の
話
題
で
す
が
（
5
月
末

に
書
い
て
い
る
の
で
）、
そ
の
中
で
あ
る
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
『
学
生
ス
ポ
ー
ツ
は
、
誰

が
為
に
あ
る
か
？
』
と
言
っ
て
い
る
の
を
聞

き
、
自
分
の
仕
事
は
『
誰
が
為
に
？
』
と
考

え
て
み
ま
し
た
。　

　

医
療
人
と
し
て
『
患
者
さ
ん
、
利
用
者
さ

ん
の
為
』
と
即
答
し
ま
す
が
、
そ
の
方
々
に

何
が
出
来
る
か
を
考
え
る
と
、『
喜
ん
で
ほ

し
い
』
や
『
い
い
事
を
し
た
い
』
と
な
っ
た

時
に
、
も
う
一
度
ち
ゃ
ん
と
振
り
返
る
と

『
本
当
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
？
本
当
に
い

い
事
な
の
か
？
』
と
考
え
ま
す
。『
い
い
事
』

と
一
言
で
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
自
分
に
と
っ

て
『
い
い
事
』
や
『
し
て
み
た
い
事
』
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
意
味
が
な
く
、
周
囲
に

迷
惑
を
か
け
る
場
合
も
あ
る
の
で
は
…
…
。

　

医
療
人
と
し
て
10
年
目
に
な
り
、
昔
か
ら

先
輩
に
『
10
年
た
っ
て
や
っ
と
一
人
前
、
そ

こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
だ
か
ら
な
！
』
と
い
わ

れ
て
い
る
年
に
な
り
、
今
一
度
自
分
を
振
り

返
り
、
今
自
分
が
し
て
い
る
こ
と
は
『
誰
が

為
に
』
を
忘
れ
ず
に
、
今
日
も
患
者
さ
ん
／

利
用
者
さ
ん
に
会
い
に
行
く
。

（
本
部　

百
瀬
）

「
お
た
ふ
く
か
ぜ

 
 

〜
３
０
０
人
に
１
人
難
聴
に
」

毎月第2金曜日の1時30分からさくらの
部屋で活動している玉響班は5年程継
続して活動している歌の班です。ハー
モニカの演奏に合わせて童謡を中心に
歌っています。玉響班ではオリジナルの
歌集を作成しその歌集の中から毎回10
曲以上歌います。歌うことでストレス解
消や口のまわりの筋トレ、音程やリズム
をとることで脳が活
性化されるなどなど
歌うことは体にいいこ
とだらけです。

　

私
た
ち
健
康
づ
く
り
委
員
会
は
、
６
月

３
日
（
日
）
北
区
立
白
山
堀
公
園
に
て
、

東
京
土
建
北
東
分
会
主
催
の
第
41
回
春
の

住
宅
デ
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
足

指
力
38
名
・
血
圧
測
定
53
名
・
体
脂
肪
42

名
・
握
力
48
名
の
方
々
に
実
施
し
、
又
新
し

く
結
成
し
た
フ
ラ
ダ
ン
ス
班
の
紹
介
や
今
後

行
わ
れ
る
歌
声
喫
茶
の
紹
介
を
行
い
、
又
日

頃
の
健
康
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
等
を
紹
介

す
る
こ
と
で
徐
々
に
活
動
を
浸
透
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
じ
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
東

京
土
建
北
東
分
会
の
皆
様
に
は
多
大
な
る

ご
協
力
を
得
、
無
事
に
行
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

入
梅
を
間
近
に
控
え
、
今
日
は
朝
か
ら

青
空
と
な
り
、
気
温
が
高
く
陽
射
し
が
強

く
さ
ら
に
暑
く
感
じ
る
６
月
３
日
。
東
京

土
建
足
立
支
部
「
江
扇
分
会
住
宅
デ
ー
」

の
開
場
で
、
小
台
宮
城
支
部
は
青
空
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
支
部

と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
健
康
づ
く
り

の
重
要
性
を
発
信
す
る
た
め
に
、
８
人

の
仲
間
で
血
圧
測
定
・
握
力
測
定
・
血

管
年
齢
測
定
を
実
施
し
、
延
べ
１
６
９

名
の
方
に
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
子
育
て
世
帯
の
方
々
に

多
く
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
、
当
生
協
の

活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
に
は
絶
好
の
機
会

で
し
た
。

北
区・足
立
区
の
東
京
土
建「
住
宅
デ
ー
」に
て

青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

玉響（たまゆら）班

（
小
台
宮
城
担
当
理
事　

池
田
文
子
）

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部　

長
谷
川 

賢
）

　

６
月
14
日
（
木
）
13
時
30
分

か
ら
熊
野
前
商
店
街
中
程
に

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
『
熊
ま
ね
き
堂
』
で
コ
ー

プ
の
仲
間
・
あ
ら
か
わ
主
催

「
荒
川
コ
ー
プ
カ
フ
ェ
」
の

〝
荒
川
ご
当
地
体
操
〞
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

荒
川
区
に
は
こ
ろ
ば
ん
体

操
（
18
分
―
転
ば
な
い
・
介
護

予
防
）
を
は
じ
め
、
セ
ラ
バ
ン
体
操
（
14
分
―
セ
ラ
バ
ン
ド
を
使

用
）、
ば
ん
座
位
体
操
（
７
分
―
障
害
者
・
車
椅
子
利
用
者
・
椅
子

に
座
っ
た
体
操
）、
あ
ら
み
ん
体
操
（
５
分
―
小
学
生
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
皆
で
体
操
）、
最
近
で
は
脳
ト
レ
体
操
（
５
分
―
認
知
症

予
防
）
な
ど
山
田
先
生
（
首
都
大
学
教
授
、
理
学
療
法
士
）
が
荒

川
区
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
考
案
さ
れ
た
体
操
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
こ
ろ
ば
ん
体
操
は
区
民
に
大
評
判
で
幅
広
く
行
わ
れ
、
首

都
大
学
体
育
館
で
も
毎
週
火
・
木
曜
10
時
か
ら
開
催
。
継
続
す
る

事
で
健
康
を
維
持
し
、
元
気
に
生
活
が
出
来
る
と
の
評
で
す
。
区

民
の
皆
さ
ん
に
広
め
る
リ
ー
ダ
ー
育
成
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
荒
川
コ
ー
プ
カ
フ
ェ
」
は
荒
川
区
の
生
協
の
な
か
ま
が
地
域

の
方
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
手
芸
し

た
り
、
み
ん
な
が
気
楽
に
、
無
理
な
く
、
楽
し
く
集
う
場
で
す
。

毎
月
第
２
木
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
00
分
『
熊
ま
ね
き
堂
』
で

開
い
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
費
無
料
、
お
一
人
で
も
お
友
達
と
で
も
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

あじさい班の作品
「毛糸を使った手芸の班です。毎月第1・第3水曜日 10
時～ さくらの部屋（宮の前診療所2階）で活動をしてい
ます。」

⑨

絵手紙・写真・手芸作品を毎号交互に紹介していきま
す。組合員さんの日頃の精進にご期待ください。

健
康
づ
く
り
委
員
会

「
北
東
分
会
住
宅
デ
ー
」に
初
参
加

（
健
康
づ
く
り
委
員
会
委
員
長　石

母
田　

克
美
）

小
台
宮
城
支
部

「
江
扇
分
会
住
宅
デ
ー
」で

青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
開
催

（
梶
原
診
療
所
長　

平
原
佐
斗
司
）

（
担
当
理
事　

遠
藤
）

とっても痛い爪のトラブル❶

班・サークル活動紹介 11

月1回 商店街コミュニティスペースでサロンを開催

荷重がかからないとき

下から押されて

荷重がかかると爪は皮膚に食い込む

角を落とすと、
皮膚の下に
爪が入込む

更に深爪したつもりでも、爪側縁先端が棘になる

棘が刺激になり
過剰肉芽が出現

棘の部分は
皮膚の下

検
討
⑥
総
代
会
議
案
内
容
検
討
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■サロン「かあさんの茶の間」＝毎週火・木曜日 午後1時～午後5時・ふれあいセンター ■「生命の炎」づくりにあなたの知恵と力を貸してください（編集委員を募集中）☎03-3911-3630 天沼まで


